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對不起，讓你久等了…… 

すみません、遅くなってしまいました…。

剛才我花了一點時間，向學生會報告。 
少し、生徒会への報告に手間取ってしまいまして。

……嗯？啊啊，那個是…… 
……ん？　あぁ、それは…

是之前品嚐結果的報告啦。 

先日の、味見の結果についてですよ。

我說你不合格當營養射精專員……就這麼回報了。 

あなたは栄養射精係としては不適格…そう伝えておきました。

雖然被問東問西很煩人，不過總算應付過去了。 
色々と根掘り葉掘り聞かれて面倒でしたか、とりあえずなんとかなりましたよ。

這樣一來，從文件上看你就不再是營養射精專員…… 

これで、書類上あなたは栄養射精係ではなくなり…

而是，屬於我一個人的東西了。 

私だけのものになった…というわけです。

……怎麼樣？開心吧？ 

…どうです？　嬉しいでしょう？

……唔，那當然是…… 

……うっ、それはまぁ、そうですけど…。

我也很高興哦？真的，非常非常…… 

私も、嬉しいですよ？　それはもう、とっても…。

因為，從今天開始，我每天都可以獨佔你美味的精液了嘛？ 

…だって、これから毎日、美味しい精子を独り占めできるんですよ？

那種事……內心激動是理所當然的吧。 

そんなの…気持ちが高まって当然じゃありませんか。



……嗯、啊啊，一想起那個味道， 
……んっ、あぁ、あの味を思い出したら、

我就又開始想要了。 
また欲しくなってしまいました。

既然你已經正式成為我專屬的射精專員…… 

晴れて私専用の射精係になったことですし…

那就趕快讓我好好享用這份極品精液吧……？ 

早速、最高の精子を飲ませていただきますねぇ…？

……嗯？啊啊，那個沒問題喔。 
……ん？　あぁ、それなら大丈夫ですよ。

這間教室平常就沒什麼人來……所以不用擔心被發現。 

この教室は、あまり人も来ないので…見つかる心配はありません。

總之，我先幫你勃起起來…… 

とりあえず、勃起させてあげますから…

來，把嘴巴張開吧。 
ほら、口を開けてください。

……呵呵，今天也很精神呢。 

…ふふっ、今日も元気ですね。

小雞雞整根都勃起了……褲子都撐到快爆掉了。 

おちんちん、思いっきり勃起して…ズボン、パンパンじゃないですか。

這樣一定很難受對吧，我來幫你脫掉囉……？ 

このままじゃ苦しいでしょうから、脱がせてあげますねぇ…？

……嗯、嗯嗯……啊，嗯呵呵。 

……ん、んんぅ…ぁ、んふふっ。

啊啊，好厲害…… 

あぁ、すご…。

整根翹到反過來了……啊啊，嗯。 

思いっきり反り返って…あぁ、んっ。



感覺快要爆炸了對吧……？ 

もう、爆発しちゃいそうになってますよぉ…？

雖然我的唾液有催情效果…… 

いくら私の唾液に催淫効果があるとは言え…

但是讓你的小雞雞變得這麼硬……呵呵。 

おちんちん、こんなにギンギンにしちゃうだなんて…ふふっ。

看來你真的很想做愛吧？ 
よっぽど、エッチしたかったみたいですね？

……雖然我也是一樣。 

……まぁそれは、私もなんですけど。

為了喝到你的精液…… 

あなたの精子を飲むためだったら…

我連無聊的自尊心都早就丟掉了。 
くだらないプライドなんて、もう捨ててしまいましたし。

嗯……啊啊…… 

ん、あぁ…。

……呵呵，舔耳朵，很舒服吧？ 

……ふふっ、耳舐め、気持ちいいでしょう？

你還是一樣，最喜歡被舔耳朵了呢？ 
相変わらずあなたは、耳を刺激されるのが好きですよねぇ？

只是稍微舔了一下……你就開始啊嗯、啊嗯地發出可愛的聲音…… 

少し舐めてあげただけなのに…もう、あんっ、あんって可愛い声…

看來，你真的很喜歡我舔耳朵的樣子呢？ 

私の耳舐め、よっぽど気に入ってくれたみたいですね…？

嗯、啊、啊啊……嗯—？ 

んっ、ぁ、あぁ…んー？

你這樣的表情，好像很想讓我摸摸你的小雞雞呢？ 
なんだか、おちんちん触って欲しそうにしてますね？



你看，剛才開始就一直在抖……一副好可憐又難耐的樣子…… 

ほら、さっきからぴくぴくぅって切なそうに震えて…

這樣放著不管也太可憐了吧…… 

このまま放置というのも可哀想ですし…

那我就幫你好好打手槍吧？ 

手コキ、してあげますねぇ…？

撫弄、撫弄……撫弄、撫弄喔…… 

シコシコ、シコシコ…シコシコ、シコシコぉ…。

嗯、啊、啊啊…… 
ん、ぁ、あぁ…。

哈啊、哈啊……啊、嗯嗯。 

はぁ、はぁ…ぁ、んんっ。

你的小雞雞一顫一顫的，好可愛呢…… 

おちんちんピクピクして、可愛いですねぇ…。

而且，你的蛋蛋也緊繃繃地往上縮…… 

それに、金玉もきゅんきゅんって上がってきて…

變得舒服得不得了，一眼就看出來呢……？ 

気持ちよくなってるの、丸わかりですよ…？

嗯、啊啊……不過話說回來，這麼圓滾滾又可愛的蛋蛋裡， 

ん、あぁ…それにしても、こんなコロコロして可愛い金玉の中に、

竟然塞滿了最棒的精液……真是讓人驚訝呢……咕嚕。 

最高の精子が詰まってるなんて…本当に、びっくりですよねぇ…ごくっ。

我好想趕快喝到那濃濃的精液……嗯、哈啊、哈啊…… 

早く濃厚精子飲みたいっ…んっ、はぁ、はぁ…

來吧……想射的話，隨時都可以射出來喔？ 

ね…出したくなったら、いつでも出していいですからねぇ？

啊啊、嗯嗯……撫弄、撫弄喔…… 

あぁ、んぅっ…シコシコ、シコシコぉ…。



嗯、啊啊……呵呵呵。 

んっ、ぁ、あぁ…ふ、ふふふっ。

抖個不停了呢……？ 

ビクビク、全然止まらなくなってきましたねぇ…？

你看，勃起的小雞雞，已經到極限了對吧？ 

ほら、勃起おちんちん限界なんでしょう…？

……嗯、呵呵……果然是這樣呢？ 

……んっ、ふふっ…やっぱり、そうですよねぇ？

那麼……就讓你在我的手裡…… 

でしたらぁ…このまま、私の手の中で…

把那滾燙的精液，好好射出來吧……？ 

あっつい精子、一回出しちゃいましょうねぇ…？

哈啊、哈啊……嗯、啊啊、嗯嗯…… 

はぁ、はぁ…んっ、あぁ、んぅっ…。

來囉……準備好嗎？嗯——開始囉……♪ 
さぁ、いきますよぉ…？　んっ、せーのぉっ…♪

嗯……啵啵、啵啵、啵嗚嗚嗚嗚嗚嗚……！ 

んっ…びゅっ、びゅっ、びゅううぅぅぅぅぅぅっ…。

啵咕、啵嚕、啵嗚嗚嗚嗚嗚嗚……♪ 
びゅくっ、びゅるっ、びゅうううぅぅぅぅ♪

嗯、哈啊、哈啊……嗯、啊啊。 
んっ、はぁ、はぁ…んっ、あぁ。

一如既往，量真多呢……♪ 
相変わらず、凄い量…♪

就算用手接著，也還是一直流出來……啊啊，好可惜。 

手で受け止めても、どんどんこぼれてしまって…あぁ、もったいない。

嗯、Nreru、Reru……啵嚕、啵嚕……咕嚕。 

んっ、んれるっ、れるぅ…こくっ、こくっ…ごくんっ。



啊、啊啊……嗯咕、咕嚕……Nreru、Reru……Nchu♪ 
ぁ、あぁっ…んくっ、ごくっ…んれるっ、れるぅっ…んちゅう♪

嗯、哈啊、哈啊……啊啊啊啊……最棒了♪ 

んっ、はぁ、はぁ…あぁぁぁぁ……最っ高♪

果然，你的精液……真的太美味了。 

やっぱり、あなたの精子…たまらなく美味しいです。

裡面滿滿都是高級的魔力，無論嘗幾次都吃不夠呢…… 

上質な魔力が詰まっていて、何回味わっても食べ足りないくらい…

嗯……你看。 

んっ…ほら、見てください。

我的淫紋馬上又亮起來了……都被欲望點燃了呢。 

早速、私の淫紋も光って…欲情しちゃってますよ。

……呵呵，那當然吧？ 

……ふふっ、当然でしょう？

可別小看魅魔的食慾……不，該說是性慾才對吧？ 

サキュバスの食欲…いや、性欲、舐めないでくださいね？

只舔舔精液，就想結束？那是不可能的喔。 
精子を舐めたくらいで、終わるわけありませんよ。

所以嘛……這次就把精液射進我的小穴裡吧── 

ですから、ほら…今度は私のおまんこに、精子を注ぎ込んで──

……っ！？　騙人的……好像有人來了！ 

……っ！？　嘘っ…誰か来たみたいですっ。

先、先暫時躲進櫃子裡吧！ 

ひ、ひとまず、ロッカーに隠れましょうっ…！

呼……總算、趕上了呢。 

っ…なんとか、間に合いましたね。

躲在這裡應該就不會被發現。 
ここに隠れていれば、見つかることはないはず。



雖然有點擠，不過請忍耐一下喔…… 

狭いですが、我慢してくださいね…。

……因、因為，不能被發現啊？ 

……だ、だって、見つかるわけにはいかないでしょう？

要是被看到淫紋這麼亮的樣子…… 

淫紋をこんなに光らせてるとこを見られたら…

會被笑上一輩子的…… 

末代まで笑われてしまいますっ…

啊……好像有人進教室了。 

ぁ…教室に入ってきたようですね。

該不會，是學生會的人吧…… 

もしかしたら、生徒会でしょうか…

他們好像懷疑我的說詞，也許是偷偷跟過來了…… 

私の説明を怪しんでいたようですし、こっそりついてきたのかも…

總之，只要安靜不動，應該就沒問題。 
とにかく、静かにしていれば大丈夫だと思いますので、

所以，別亂動—— 
あまり身体を動かさないで──

嗯、嗯啊、啊啊……你、你在幹什麼啊……？ 

んっ、んぁ、あぁ…ち、ちょっと、何をしているのですか…？

……哈啊，不愧是我看上的雄性呢。 

……はぁ、さすがは私が見込んだオスですね。

這種情況下竟然還能勃起…… 

こんな状況でも、おちんちん勃起させてしまうだなんて…

啊、啊嗯、嗯嗯……真是沒辦法呢…… 

ぁ、あん、んぅっ…もう、仕方ありませんね…

反正我也正好想要……那就偷偷來吧。 

私も欲しかったところですし…このまま、こっそりしちゃいましょうか。



嗯、嗯嗯……你看，像這樣用翅膀把彼此包起來…… 

んっ、んぅ…ほら、こうして羽でお互いを包めば…

應該也能隔音吧……那我們就做吧……♪ 
消音にもなると思いますから…エッチ、しちゃいましょう…♪

嗯……啊、啊啊……嗯嗯…… 

んっ…ぁ、あぁっ…あんっ、んんっ…。

嗯、呵呵……不愧是我專屬的營養射精專員…… 

ん、ふふっ…さすがは私専属の、栄養射精係…

這麼暗、這麼狹窄的地方，竟然一插就進來了…… 

こんな暗くて狭いのに、一発でおちんちん入れてしまうなんて…

看來你已經完完全全記住我小穴的位置了呢？ 
私のおまんこの場所、もう完璧に覚えてしまったみたいですね？

……那麼，你應該也知道我所有會感覺到舒服的地方吧？ 

……でしたら、私の感じる場所も全部知っているでしょう？

雖然不能太激烈有點可惜，不過還是要讓我好好享受一下喔？ 

あまり激しくできないのが残念ですが、しっかり楽しませてくださいね…？

哈啊、哈啊……啊啊，太棒了。 

はぁ、はぁ…あぁ、とってもいいですっ。

黏黏濕濕地，被你那勃起的肉棒摩擦著…… 

ぬちゅっぬちゅぅって、勃起おちんちん擦れてっ…

小穴裡，好舒服……嗯、哈啊、哈啊…… 

おまんこ、気持ちいいっ…んっ、はぁ、はぁ…。

而且……感覺好像比平常還要大呢？ 

それに…なんだか、いつもより大きくなってませんか？

嗯、哈啊、哈啊……難道說，被人看到這種情況…… 

んっ、はぁ、はぁ…もしかして、人に見られそうな方が

會讓你更興奮嗎……？ 

興奮するんでしょうか…？



……嗯、呵呵呵。其實，我也是喔。 
……んっ、ふふふっ。実は、私もなんです。

果然，有點刺激的時候會更燃起慾火……啊、啊啊…… 

やっぱり、スリルがあった方が燃えるのは…ぁ、あぁっ、

無論是魅魔還是人類，都是一樣的呢。 
サキュバスも人間も一緒なんですね。

啊、啊啊……嗯……我、我知道啦。 

ぁ、あぁっ…んっ……わ、わかっていますって。

這點聲音的話，嗯、嗯……應該聽不到吧…… 

このくらいの声なら、ぁ、んっ、聞こえないので…

應該沒問題……要是還不放心的話， 

たぶん、大丈夫かと思います…それとも、心配なら、

要不要靠得更近一點呢？ 
もっと身体を密着させますか？

嗯、哈啊、哈啊……你看，靠這麼近的話…… 

んっ、はぁ、はぁ…ほら、これだけくっつけば…

聲音就小很多了吧……？呵呵呵。 

声も小さくなりますよね…？　んふふっ。

嗯……感覺……這樣緊緊貼在一起……啊、啊啊。 

ん…な、なんだか…ぴったり密着してるからぁ…ぁ、あぁ。

能感覺到彼此的體溫……嗯、嗯……好心跳呢。 

お互いの体温を感じられて、ぁ、んっ…ドキドキしますね。

你也是這樣覺得的吧……？ 

あなたも、そうでしょう…？

這裡好狹窄……啊、嗯……連氣味都悶在裡面…… 

ここ、すごく狭いから…あぁ、んっ、匂いもこもって…

我的費洛蒙，全都被你吸進去了吧……啊、啊啊、嗯…… 

私のフェロモン、いっぱい感じて…ぁ、あぁっ、んっ…



是不是已經被我弄得興奮起來了呢……？ 

興奮、しちゃってるんじゃないですか…？

……呵呵呵，果然如此呢？ 

……んふふっ、ですよねぇ？

喜歡我的味道的話……那就多聞一點也沒關係喔？ 

ぁ、匂いが好きなら…もっと嗅いじゃってもいいんですよぉ？

不管是胸口的乳溝、脖子、還是腋下……都讓你聞個夠。 

おっぱいの谷間でも、首筋でも、脇の下でも…嗅がせてあげます。

把鼻子靠近一點……？這次特別允許你，聞聞我被汗水悶熱的腋下。 

ほら、鼻を近づけて…？ 今回は特別に、汗で蒸れた脇…嗅いでみてください。

嗯啊、啊啊、嗯……呵呵，你不是聞得入迷了嗎。 

んぁ、あぁ、んっ……ふふっ、夢中じゃないですか。

性慾這麼強、又是氣味控……真的是個不得了的變態呢。 

性欲も凄くて、匂いフェチで…本当に、とんでもない変態ですね。

既然那麼喜歡，那就讓你聞個夠好了？ 

そんなに好きなら、いくらでもかいでいいですよ？

不過作為交換—— 

でもその代わりぃ…

要再給我射出美味的精液喔？ 

また美味しい精子、出してくださいねぇ…？

嘛，雖然不用我說你也明白吧♪ 
ま、そんなこと言わなくてもわかってるでしょうけど♪

嗯、啊、啊啊……怎麼好像變得更激烈了？ 

んっ、ぁ、あぁっ…なんだか、激しくなってきてませんか？

呵呵，是被我的氣味弄得興奮起來了嗎……？ 

ん、ふふっ…私の匂いで、興奮してるんでしょうか…？

不過這樣太激烈的話，聲音會—— 

でも、そんなに激しくしたら、音が…



嗯、嗯嗯……你看吧，果然有聲音—— 

んっ、んんっ…ほ、ほら、やっぱり物音が…

聽，那是腳步聲……小聲一點！ 

ほら、足音がっ…少し、静かにっ…

咿嗚！？嗯、嗯嗯……為什麼又變得這麼激烈…… 

ひうっ…！？ んっ、んんっ…なんでまた、激しくっ…

再、再溫柔一點啦…… 

もう少し、優しくしてっ…

啊、啊啊……不、不行了啦…… 

あっ、あぁっ…も、もう、ダメですってっ…

這麼激烈的話，啊、啊啊……聲音會被聽到的…… 

こんなに激しくしたらっ、んぁ、あぁっ…声、聞かれてっ…

會被發現的啦……！ 

見つかってしまうじゃないですかぁっ…

要是那樣的話，啊、啊啊……亮著的淫紋會被看到，整個學院都會笑我的！ 

そんなことになったら、ぁ、あぁっ…光ってる淫紋見られてっ、学院中の笑いものにっ…

嗯咕、嗯啊、啊啊……那、那種事，我、我才不要…… 

んくっ、んっ、あぁっ…そんなの、ぜ、絶対に嫌っ…

求、求你了……等人走了再慢慢來嘛…… 

お、お願いですからぁ、人が居なくなるまでゆっくりっ…

嗯、嗯嗯……哈啊、哈啊……咿？ 

んっ、んうぅぅっ… はぁ、はぁっ……ふぇっ？

那、那樣不行啦，現在射的話……不、不行……啊、嗯嗯…… 

そ、そんなっ、今出したらっ、だ、だめっ…あぁっ、んんっ、

我忍不住會出聲的，嗯、啊啊……會、會被發現的啦！ 

声我慢出来なくなって、んっ、あぁっ…み、見つかっちゃいますっ。



呀、啊啊、嗯嗯…… 

や、あぁっ、あんっ、んぅっ…。

……那、那個……當然，我是想要你的精液啦…… 

……そ、それはっ…もちろん、精子は欲しいですけどっ…

但、但這是兩回事啊……嗯啊、嗯嗯！ 

それとこれとは、話がっ…ぁんっ、んんっ！

……咿！？等、等一下……！ 

……ふえっ？　ち、ちょっと、待って…！

真、真的要現在射嗎……？咿嗚、嗯、啊啊…… 

ほ、本当に、今出すんですかっ…？　ひうっ、んっ、あぁっ…

不、不要……啊啊……可是，一射出來真的會被發現……嗯、嗯嗯。 

やっ、あぁっ…でも、出されたら、本当に見つかって…んっ、んんっ。

……就、就算你這樣說…… 

……そ、そんなこと、言われてもっ…

那根肉棒太舒服了……根本不可能忍得住…… 

おちんちん、気持ちよすぎてっ…我慢なんて、できるわけっ…

……嗯、嗯嗯！？你、你突然在幹什麼……Nreru、Reruu…… 

……んっ、んうぅぅっ！？ き、急に何をっ…んれるっ、れるぅぅっ…

……嗯，你、挺聰明的嘛……？ 

……んっ、か、考えましたね…？

確實，這樣的話，聲音就能壓下來了……嗯、Nreru…… 

確かに、これなら声は抑えられますっ…んっ、んれるぅ…

那、那就……在射出來之前，一直這樣親著我吧……？ 

で、では…出すまでこのままっ、キスしててくださいね…？

咿呀！？咿嗚、嗯、嗯嗚嗚嗚嗚……！ 

ひぎっ…！？　ひうっ、んっ、んうううぅぅぅぅっ…！



啊、啊啊……要、要去了……要去了要去了……！ 

あっ、あぁっ…い、イクっ…イクイクぅぅっ…！

咿、嗯、嗯嗯……！ 

ひっ、んっ、んんぅぅっ…！

嗯……啊、啊啊……哈啊、哈啊……哈啊…… 

んっ…ぁ、あぁっ…はぁ、はぁ…はぁ…。

總、總算……把聲音忍住了…… 

な、なんとか、声を我慢出来ました…

這樣應該沒有被聽到…… 

あれならきっと、聞かれてないはず…

……啊、啊啊。 

……ぁ、あぁ。

太好了……多虧了你，我們沒有被發現呢…… 

よかった…あなたのおかげで、見つからずにすみましたね…

嗯、哈啊、哈啊……嗯…… 
んっ、はぁ、はぁ…ぁ、んっ。

那麼……好像已經沒有人在了， 

では…もう、誰も居なくなったみたいですし、

我們先從這裡出來吧…… 

一旦、ここから出ましょうか…

……呼。 

……ふぅ。

沒被發現，真是太好了…… 

見つからなくて、本当によかった…。

這一切都要感謝你的機靈反應呢。 
これも、あなたの機転のおかげですね。

那麼，既然礙事的人都走了…… 

では、邪魔者もいなくなったことですし…



再來一次做愛吧。 
もう一回、エッチしちゃいましょうか。

……你看，你自己好像也還沒滿足嘛…… 

……ほら、あなたも満足してないみたいですし…

那、这次试试看从后面来…怎么样呢？ 

その、今度はお尻なんていかがでしょう…？

小穴刚刚被射得满满的…现在鼓鼓的… 

おまんこは先ほどの射精で、パンパンになってますし…

我想…这次也请你，把精液注入我的小屁股…♪ 
お尻にも注いでいただきたいなぁと思いまして…♪

嗯…你看，这样就能把屁股看得清清楚楚了吧？ 

んっ…ほら、こうすればお尻もよく見えますよね？

在桌子上摆出“倒立大开腿”的姿势…是不是很刺激呢？ 

机の上でまんぐりがえし…なかなか、興奮するシチュエーションではないですか？

……呵呵，你也这么觉得吧？ 

……ふふっ、ですよねぇ？

来吧…把你那又粗又结实的大鸡鸡，插进我紧紧的小菊花里… 

さぁ…私のキツキツアナルに、あなたのたくましいおちんちん…

噗哧噗哧地…狠狠插进来吧…♪ 
ぬぷぬぷぅって入れてくださいっ…♪

呃噢゛…！？呜っ、呜噢゛噢゛…！ 

んお゛っ…！？　ぉっ、お゛ぉ゛ぉっ…！

鸡鸡…正在进去…呜噢っ、呜噢… 

お、おちんちん、入ってきて…んぉっ、おぉっ…

小屁股被猛力撑开…好爽啊゛…！ 

お尻、めりめりぃって広げられてっ…気持ちい゛い゛っ…！



嗯っ、嗯゛呜っ…哈、哈……诶？ 

んっ、ん゛ぅっ…はぁ、はぁっ……ぇ？

因、因为…现在就可以大声叫出来了对吧？ 

だ、だって、今ならいっぱい声出せるでしょう？

而且啊…就算被别人听见我淫荡的叫声… 

それに、あなたなら下品な声を聞かれてもいいと思ってますし…

我觉得…你也不会介意的吧？ 

それに…こういうスケベな声の方が…あなたも好きなんじゃありません？

……呵呵，就是这样吧？ 

……んふふっ、そうですよねぇ？

来嘛，再靠近一点… 

ほら、もっと近づいて…

我会让你听到很多…又淫又脏的声音喔… 

いっぱい下品な声聞かせてあげますからぁ…

用力一点，把我的屁股狠狠干穿吧♪ 

思いっきり、私のお尻…犯してください♪

嗯、嗯呜呜っ…！ 

んっ、んぅぅっ…！

啊、啊啊…这、这个，果然太棒了っ…！ 

ぁ、あぁっ…これ、やっぱり最高ですぅっ…！

被你那根又粗又烫的大鸡鸡，插进我的小屁股里，嗯っ、呜噢っ…！ 

ふっといおちんちんに、お尻の中、んっ、お゛ぉっ…！

噗嗤噗嗤地，深处被撞击着…嗯呜っ、嗯ぅっ… 
ずちゅずちゅって、深いとこ突かれてっ…んぐっ、んぅっ…

舒服得要让脑袋都飞起来了゛…好爽゛啊゛ぃ゛ぃっ…！ 

頭、飛んじゃいそうなくらい、気持ち゛い゛いぃっ…！



嗯噢噢っ、呜っ、呜噢噢っ…！ 

んおぉっ、おっ、おぉぉっ…！

再、再更多一點…用力插我的屁眼小穴っ… 

も、もっと…もっといっぱい、ケツマンコ突いてっ…

讓我好好感受你的勃起大雞雞吧ぃっ…！ 

勃起おちんちん、感じさせてくださいぃっ…！

嗯っ、呜っ、呜噢噢っ…！ 

んっ、おっ、おぉぉっ…！

鸡、鸡鸡在里面摩擦得好用力…好、好爽呀ぅっ！ 

お、おちんちん、ごりごりぃって擦れてっ…い、いいですぅっ！

呜っ、呜っ、呜噢噢っ…！嗯っ、嗯呜っ、嗯呜ぅっ…！ 

おっ、おっ、おぉぉっ…！　んっ、んくっ、んうぅっ…！

但、但是…我还想要…想要被插得更多一点呀ぅっ…！ 

で、でも、もっと…もっといっぱい、突いて欲しいですぅっ…！

屁股、要被干坏掉都没关系っ…呜噢っ、呜っ、呜噢噢っ…！ 

お尻、壊れちゃうくらいっ…んおっ、おっ、おぉぉっ…！

请用力一点、猛烈地抽插我吧ぃっ…！ 

激しいピストン、してくださいぃっ…！

……呜噢っ、呜っ…别、别这么坏心眼啦っ… 

……んぉっ、おぉっ…そ、そんな意地悪、言わないでくださいっ…

正常情况下，我绝不会向人类雄性求欢的… 

普通なら、人間のオスに求めるなんてっ…こんな恥ずかしいこと、

这、这种丢脸的事，我绝对不会做的…呜、呜噢っ。 
絶対にしたくないですけどっ…お、おぉっ。

可是…鸡鸡太舒服了…我、我停不下来了っ…！ 

でも…おちんちん気持ちよすぎてっ、と、止められないんですっ…！



嗯っ、呜っ、呜噢噢っ…！求、求你了啊ぁっ… 

んっ、おっ、おぉぉっ…！　お、お願いですからぁっ…

鸡鸡、啪啪地…用全力、再、再插我吧ぃっ…！ 

おちんちん、ぱんぱんって…全力で、つ、突いてくださいぃっ…！

呜゛っ、呜゛っ！？嗯っ、呜゛噢噢噢っ…！ 

お゛っ、お゛っ！？　んっ、お゛ぉぉぉっ…！

来、来了っ…！就这样、狠狠地、顶到最深处っ… 

き、きたぁっ…！　こ、このまま、奥までずんっずんって、

用力抽插我吧っ…求你了っ…！ 

ピストンしてくださくださいっ…！

嗯呜っ、嗯゛っ、嗯噢゛噢っ…！ 

んぐっ、ん゛っ、んお゛ぉぉっ…！

這、這太厲害了啦～～！ 

こ、これ、しゅごいぃぃっ…！

被弄得屁屁裡面一團亂……太舒服了啦……啊っ、嗯嗯っ！ 

お尻の中、ぐちゃぐちゃにされるのっ…気持ちよすぎてっ…おっ、んんっ！

已、已經要去了啦～～！嗯哦っ、哦、哦ぉっ……！ 

も、もう、イキそうですぅっ…！　んおっ、お、おぉっ…！

……好、好喔～～！ 

……は、はいぃっ！

被你那根勃起的大雞雞……嗯、嗯嗯ぅぅっ……！ 

あなたの勃起おちんちんで、んっ、んんぅぅっ…！

屁、屁屁高潮要來了啦～～！ 

け、ケツアクメ、決めちゃいそうになってるんですぅっ…！

哈啊、哈啊っ……所、所以啦～～！把你的超讚精子…… 

はぁ、はぁっ…で、ですからぁっ…私のお尻に、絶品精子っ…



再一次地、啵啵啵～～地射進來吧～～！啊っ、嗯哦ぉっ、 

また、びゅうううぅぅぅって注ぎ込んでっ…おっ、んおぉっ、

讓我高潮吧～～～！！ 

い、イかせてくださいぃっ…！

……啊、謝謝你啦～～！ 

……ぁ、ありがとうございますぅっ！

我、我要去了……真的要去了啦～～！ 

もう、い、イクッ…イきますからぁっ…

就這樣、直接射在我的屁屁裡吧～～！ 

このまま、ケツマンコに、だ、出してくださいぃっ…！

嗯嗚゛っ…！？啊゛っ、啊゛嗚嗚っ……！我、我去了去了啦～～！ 

ん゛ぉっ…！？　お゛っ、お゛ぉぉっ…！　い、イグイグッ…！

嗯哦゛っ、嗚嗚嗚嗚嗚嗚嗚嗚嗚嗚嗚嗚～～～！！ 
んお゛っ、お゛お゛お゛ぉぉぉぉぉぉぉぉっ…！！

嗯、嗯哦っ……啊啊っ……嗯、哈啊、哈啊…… 

んっ、んぉっ…おぉっ…んっ、はぁ、はぁ…

啊、啊啊……好、好厲害……果然屁屁裡面被射最棒了～～♪ 

ぁ、あぁ…す、すごいっ…やっぱりアナル射精、最高♪

雞雞在裡面、噗通噗通地跳動著…… 

おちんちん、どくどくぅって脈打って…

感覺、意識一瞬間都要飛掉了啦……嗯っ、啊啊…… 

一瞬、意識も飛びそうになっちゃいました…んっ、あぁ…

真的……你的精子，真是太棒了呢…… 

本当に、あなたの精子は素晴らしいですね…

你看，淫紋比之前更加閃耀……啊啊、嗯っ、 

ほら、淫紋も今まで以上に光って…あぁ、んっ、

身體也感覺得出來……正在無比喜悅著吧？ 
身体も、悦んでるのがわかりますよね？



嗯っ、哈啊、哈啊…… 
んっ、はぁ、はぁ…

我啊，已經不會再放你走了喔。 
もう、あなたのことは手放しませんから。

從今以後也要一直一直地，為了我提供精子喔……？ 

これからもずぅぅぅっと、私のために精子を提供してくださいね…？

……嘛，你是沒有拒絕權的啦。 

…まぁ、あなたには拒否権はないんですけど。

這點，你很清楚了吧……？ 

それは、わかっていますよね…？

……嗯呵呵，那句話，我會永遠記住喔？ 
……んふふっ。その言葉、忘れませんよ？

那麼，就以這個誓言為證……能再來一次嗎？ 

では、その誓いの証に…もう一回、していただけますか？

……你一定可以的吧？ 

…あなたなら、いけますよね？

嗯哦っ……啊、啊啊っ…… 

んぉっ…お、おぉっ…

呵、呵呵……真、真棒呢。 

ふ、ふふっ…い、いいですよぉ。

就這樣，一次又一次又一次地……盡情地射給我吧～～？ 

このまま、何回も何回も何回も…私に射精してくださいねぇ…？


